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日本技術士会カンボジア『農産物加工技術、エネルギー開発技術』コース開講式挨拶 

２００５年１２月５日 

ＡＯＴＳアセアン・南アジア統括所長 吉原 秀男 

 

社団法人日本技術士会、鉱工業・エネルギー省、カンボジアエンジニア協会、およ

び王立プノンペン大学による農産物加工技術と、エネルギー開発技術の２つの研修コ

ースの開講にあたり財団法人海外技術者研修協会（ＡＯＴＳ）を代表してご挨拶をさ

せていただきます。 

 

このたびの研修は、産業構造支援研修事業の一環として日本政府の政府開発援助資

金（ＯＤＡ）を使った海外研修であります。カンボジア側、および日本側の長期間に

渡る綿密な準備をもちまして、本日、当研修が開催できますことは、ご関係の皆様の

ご努力によるものと深く感謝いたします。 

 

本研修は、グリーンテクノロジー研修の一環として実施され、今年で３年目になり

ます。今回は、農産物加工技術とエネルギー開発技術の２コースを実施し、それぞれ

の技術の実践的スキルを習得していただくことを目的としています。 

 

日本技術士会の元副会長の吉武様、講師として、加藤洋
よう

技術士事務所の加藤様、佐

藤技術士会事務所の佐藤様、タキ・アソシェイツ技術士事務所の高城
た き

様、日本工営株

式会社の長谷川様、社団法人日本技術士会の秋山様にご協力いただきます。 

 

研修生の皆様には、講師の方々から最大限の知識と経験を学ばれ、農産物加工技術

とエネルギー開発技術の普及を図り、カンボジア産業の発展のためにご尽力いただく

とともに、今回の研修に参加できなかった方々にもその成果を伝播され、皆様方の業

務の改善に役立てていただきますように念願いたしております。 

 

ここで簡単に財団法人海外技術者研修協会（ＡＯＴＳ）の紹介をさせていただきた

いと存じます。当協会は、日本政府経済産業省と民間産業界の厚い支援を受けて１９

５９年に日本で最初に設立された民間ベースの技術協力機関で、今年で４６年目を迎

えます。アジア、アフリカ、中南米諸国、欧州の開発途上国の産業育成のお手伝いを

することを目的として、それぞれの国の産業技術者、経営管理者の研修事業を行って

おります。 
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ＡＯＴＳはこれまでに約１７０国の国と地域から約１２２，０００名の管理者、技

術者の方々を日本の研修に受け入れております。さらに、世界各国で行うこのような

研修コースを、現在まで７０カ国で実施し、約１５１，０００名が研修を受けており

ます。ＡＯＴＳの日本に受け入れる研修事業と、このような海外での研修を合わせま

すと、２００４年度までに研修参加者総数は約２７万名に達しています。 

 

また、研修終了後、研修生の方々は４３ヵ国、７０の都市で AOTS 同窓会を結成し、

自主的に様々な活動を行っています。カンボジアにおいても同窓会が２０００年に設

立され、会員数は８７名、定期的に会合を開き、日本とカンボジアの間の技術交流と

友好促進のために活発な活動を推進しております。 

 

最後にこの研修を実現させるために大変なご努力をしていただきましたご関係の

方々に深くお礼申し上げるとともに、この度の研修が成功裡に終わりますことを心か

らご期待申し上げ、ご挨拶にかえさせていただきます。 

 ありがとうございました。 


